





とともに、年間の授業計画を示したモデルカリキュラムであり、学習のために使用される教具でもある。そのため国語教科書は、学習の利便性を図るために、一般図書とは異なる特有の型をもって編修されている。たとえば、教科書全体は単元を単位として構造化されているし、単元設定や採録教材にも緩やかな基準が設けられている。個々の教材を掲載す 際にも 新出漢字や重要語句を欄外に挙げたり、教材末に学習の手引きを付したりしている。こうした教科書の形式は 個々の教科書で様々な工夫が施される一方で、教科書を超えて共有されているものもある。教科書 設定されてい このような形式的な枠組を、本稿では教科書の編修様式と呼ぶこ とする。教科書の編修様式は、そ が提供しようとするカリキュラムや学習の実際に合わせ 設計された のであり、大多数の教員が行う一般的な授業のあり方を方向付けてもいる。
　
このような編修様式は、先行する教科書の様式を踏襲、改善する











































































































































た単元には、 「新 い力」 「心と心」のように教材内容の共通点を示したもの、 「スポーツ」 「少年のころ」のように素材や題材を示 た







である。この版から、単元名は設定せず、原則として一単元に主教材を一つおく教材中心の単元編成が採用された。また、こ 版からは、学年が変わっ も同じ時期に同じ言語活動領域 学習を行 反復型のカリキュラム構成となった。複数の教材をテーマで括り、言語活動の経験 通して学習内容の習得 図る学習から、教材を媒材として学習内容を系統的に組織する学 に切り替えられたと言えるだろう。同時に、単元とは別 、書くことや話すことについて取り立てた練習教材が登場した。Ｓ
46版では読むことの教材の後に「作
文の練習」が置かれた単元が三単元あり、読むことの学習を くことへつなげる関連学習が、教科書の上で設定された。



























構成する編修様式を採っている 、主教材の後におかれる練習教材の重みは近年に近づくほど増し、単元間におかれた独立教材 て扱われるようになってきている。 とえばＨ
14版の「クラスイベン
トの計画を立てよう」では、主 の活動と関連づけられた お礼状を書こう」の後に「経験をふり返ろう」という教材がおか いる。 「経験をふり返ろ 」は生活作文を書く であり クラスイベントの計画を立てる話し合いとは異なる、独立した設定の学習内容である。ある程度の時数を費やす単元 柱にしな ら、短い時数で実施する取り立て学習も組み合わせて、年間のカリキュラムを構成しているのである。読書単元についても、 「ブック・ファイルを作ろう」 （Ｈ
14版）のように、単なる読書材と図書紹介を提示する
だけでなく、言語活動と組み合わせて学習を展開する単元構成












































き教材の位置に詩教材がおかれてきた。昭和三〇年代までは、第一単元の第一教材に詩を配置しており、音読 どの活動を展開しやすい詩を授業開きに用い、春というテーマで関連 せた随想的な文章の読みに展開していくと う単元構成が取られている。　
Ｓ
46版では、詩は第一単元から切り離されて巻頭に置かれるよう









ミュニケーションを行う話す と・聞くことの活動が取り入れられた。これは、伝え合うことや教室内の関係の基礎作り 重視されたことの表れと捉えられ 。前述のように、この版では巻頭詩 第一単元に組み込まれていた。授業開き教材に教室内コミュニケーションの題材を入れた結果として、 単元 送 まれたと考えられよう。話す ・聞くことを第一単元の前に置く構成 次の版でも踏襲され、Ｈ
23版でも学級作りという小見出しで「つなげ
てトーク」という活動が設定さ る 教室内の関係作りを学年の授業開きで行い、詩教材 音読を経て物語の学習につなげて く授業展開が、近年の教科書の様式として定着しつつある。　
巻末資料を置く様式は、検定最初期の昭和二〇年代から採用され







ある。この版 設定された「使ってみよう」には、 「情景」や「要旨」といった授 用いる学習用語がまとめられた。単 る索引から、必要に応じて 業中に参照すべき学習資料としての機能も持たせるようになったのである。さらにＨ
23版では、学習用語の他に、





なっている。詩教材は巻頭か単元間におかれ、単元として設定されることはほとんどないようである。他には伝記やノンフィクション、古文などが採られることも が、採録教材のジャンルは学習指導要領によ 規定さ ている。　
ところで、現行の編修様式において、教材に作者名を付すのは当
然のこととなっている。ところが、戦後の小学校教科書では、当初から教材と作者名がセットで示されて たわけではなく、昭和二〇年代の教科書では作者名は明記されてい 。 れは 当時は既存のテキストから採録された教材が少なかったことも一因 あろう。ただし、指導書には作者名が示されている場合もあるの 、必ずし

















心」では、教材として提示されて る様々な文体 書 た手紙を読み取り、その形式で手紙を書くという学習活動が設定されている。教材を手本として 倣って書く活動を行 学習の構成である。また、 「学級新聞」 （Ｓ
30版）のように、学習活動をテーマに
して教材が編成された単元もある。 「学級新聞」の場合、登場人物
であるまこと君が学級新聞を作ることになったという設定で単元が構成されている。各教材では、まず「編集会議」でまこと君のクラスで新聞の構成や内容を決めていく過程を物語風に述べ、 「なかよし新聞」で作成した新聞を例示し、さらにふり返りの話し合 の要点を記録した「ひひょう会記録」で「なかよし新聞」の修正点を挙げている。新聞作り 要点を教材で提示し、それに沿って実際に新聞作りをやってみるという手順になっているのである。 のように教科書の教材は、制作物を するための手順や見本、留意点を示すためのモデルの役目を与えられてい 。　
教材にモデルの役目を担わせる単元構成は、昭和三〇年代以降も
踏襲された。 「 文」 （Ｓ
36版）では、提示された作文を分析し、そ
の要点を踏まえて各自が作文 する授業展開が示されている。 作文」では、生活文「おかあさん 顔の色」 、観察記録「月下美人の花」 、報告文の書き方の解説「ねらいをはっきりと」と う異な文種のモデルを提示し、それを踏まえ 各自が作文を行うのである。また、この単元では、学習者自身が教材について話し い、留意点を見つけていく活動も取り入 られている。　
Ｓ
46版の「なくなった保険証」 「まん画をどう思うか」も単元構
成は踏襲されており、作文例や話し合い記録 モデルとして提示し、モデル教材 素材にして作文や話 合いの留意点を話 合った後で、実際の表現活動を行うと う学習展開が設定さ ただし、Ｓ
46版は主教材を中心にした単元になっているので、主教材
の後に解説文が付けられ、分析し 留意点 個々の表現に生 しやすいよう なっている。このように、書くこと あ の単元で




の「心に残るできごと」は、モデルとなる作文を示して分析するのではなく、題材選び↓主題の設定↓取材↓構成↓書き出 ↓本文↓まとめ↓題名という作文の過程を順を追って示し、学習者がその過程に沿って実践して く教材 構成になっている。メモ 文章の例も示されているが、留意点を分析するための素材としてではなく、それぞれの手順 作成するメモや文章 見本として提示される。活動や思考の具体を順を追って提示 編集様式に変わったのであ 「学級新聞」のように活動内容を提示する は以前にも見られたが、学習者が行う活動を具体的に示す単元構成が採られたのは平成になってからである。何 作るのかではなく、学習者が表現できるよう るための と活動 過程が、学習内容 して設定されるようになったといえるだろ 。　
さらにＨ
14版では「クラスのイベント計画を立てよう」 「方言を





けるものである。ある編集様式が採用されたのであれば、それはその時代に求められた学習形態を反映していたり、学習者にとって使いやすいと判断されたりしたからである。しかし、たとえば言語事項教材を例にすると、コラムという編修様式が文法に対する体系的な学習を可能にした一方 、具体的な文章と切り離された暗記型の学習を呼び寄せてしまったことは想像に難くない。それぞ の編修様式は功罪を併せ持っていて、時代の要請 あわせて修正、改変していくべきものである。　
本稿での検討からは、昭和四〇年代以降、教科書の編修様式に大
きな転換があることが指摘できた、この時期に提案されたが原型となって、現行様式につなが き いるのである。とはいえ、本稿の記述は、一部の教科書 例に た一面的なものにすぎない。他社や他学年、小改定時 と照ら て、本稿の事例を検証すること 今後必要となる。　
本稿は教科書様式の変遷記述にとどまっており、そのような様式
が採用された要因については検討できていない。先行様式を踏襲するにせよ改変 にせよ、そこには必然性を伴った要請 あるはずであ 。新たな編修様式が採用される要因としては、まず学習指導要領が挙げられるが、他にも 学習スタイルや学習者像 科書対する期待などもあ だろうし、 会制度や印刷技術など 影響も考えられ 。教科書を取り巻いている情況は、教材採録だけでなく本稿で取り上げたような編修様式にも影響を持っている。その検討を進めることも、今後の課題である。 
（鳴門教育大学）
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【資料　学校図書　小学校五年生用教科書　上巻　掲載教材一覧】
大地（詩） どこかで春が（詩） 詩の手帳から（詩） 春のスケッチ（詩） 花ふぶき（詩）
春のさきがけ（叙景文） 春の朝（写生文） こぶしの花（写生文） こぶしの花（写生文） 春のスケッチ（詩）
新しい力（抒情文） 北海道から 早春の海べ（写生文） 早春の海べ（写生文） Doko ka de Haru ga
奈良の春（手紙） 奈良の春（手紙）
心と心 大きな愛情 美しい心 美しい心 作文










ツェル（伝記） 線路の友情（物語） 悲願の橋（物語） ねらいをはっきりと
日記のたより
（手紙／日記） Hyogo













発表会 大空をあおいで 科学の世界 話し聞く生活












少年のころ 海はよぶ 学級新聞 新聞
小さな画家（伝記） 海の歌（音読脚本） 編集会議（生活文） なかよし新聞




























Ａ『国語　五年生』S26 Ｂ『五年生の国語』S27 Ｃ『小学校国語』S30 Ｄ『わたしたちの国語』S34 Ｅ『小学校国語』S36
1















58-3-1幾多.indd   53 2017/03/16   10:01:48
―　　― ―　　―54
水あゆのうた（詩） どうしていつも（詩） レモン（詩） 二人で話そう（話す・聞く） はじめて小鳥が飛んだとき（詩）
学級作り　　つなげてトーク
夏みかん（物語） 悲願の橋（物語） わすれ物（物語） 水のこころ（詩） トゥーチカと飴（物語）
ことばのきまり　① ◇文語の文章 ◇しょうかいします（話す） あいたくて（詩） 言葉のきまり１
★ことばのきまり①
言葉のいずみ①
なくなった保険証 漢字の話（言語事項） 魚の感覚（説明文） 和紙の心（説明文）
なくなった保険証
（作文） ◇漢和辞典のひきかた 言葉のきまり１ お礼状を書こう（書く） 言葉のいずみ１
作文の組み立て ◇漢字の練習 友達発見（話す） 言葉のきまり①  漢字の部屋　①
経験をふり返ろう（書く） ○書くこと　―筋道（論理）をたしかめる
八郎 自然に目を向けて（書く） 心に残るできごと（書く） 日本の恐竜時代（説明文）

































新しく出た漢字 ◇漢字の練習 新しく出た漢字 新しく出た漢字 父ちゃんの凧（物語）
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